平成２４年度　岡山県立高梁高等学校　学校評価書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　竹　井　　淳
１　自己評価

Ⅰ　評価結果
	　　　（別紙参照）

Ⅱ　分析・改善方策

　  １  生徒の進路実現を目指した指導力・授業力の向上。（言語活動の充実を盛り込む）　

1 授業公開、校外での授業参観などを通して、授業力の向上､授業研究体制を構築する。

・授業見学は定着し、他教科の授業見学も飛躍的に増加し、教員の取組み姿勢としての言語活動の充実が深まった。今後は中間の反省で明らかになった教科会議の充実を目指し、教科組織としての指導力及び授業力の向上を図る。

・新教育課程に対応した指導計画は作成できた。

・校外での教科指導研修講座への参加や岡山大学201２年度入試問題の解答・解説冊子の作成・配布は指導力・授業力の向上につながった。次年度は、研修講座の成果を共有するために教科会議を実施する。

2 授業アンケートの活用の工夫を図る。

・アンケート結果のデータをグラフ化して全教員に個別配布した。引き続きアンケート項目に言語活動の視点を盛り込み、言語活動の充実において育まれた力の検証を行う。

　 ２  学習習慣の確立。
1� 学習実態調査を実施し、効果的な指導を行う。

・年間5回の学習実態調査を実施した。家庭学習時間については、家庭平均学習時間の目標値（普通科３時間・家政科２時間）を普通科は達成できたが、家政科はごく僅かの差（０．１）で達成できていない。

・長期休業中（夏季・冬季）の課題提出については、教科・担任・年次団が一致協力して全員の課題提出に向けて協力した結果、数人を除き目標を達成できた。

② 進路通信、年次通信で情報発信する。

　 ・進路への意識を高め、家庭からの協力と理解を得るために、更に内容の充実した通信を発行する。

３  生徒が自主性を発揮できる行事や委員会活動の工夫。

1� 生徒が主体となって企画運営させる体制作りをする。

・生徒会執行部を中心とした自主的な活動が学校行事で展開できるようになり、今後は生徒会執行部と各委員会との連携を推進する方策を具体化することが課題である。学校行事満足度は８９％。
　  ４  情報を共有し課題意識を持って取り組むことができる協働体制作り。

1� 教員間の情報交換及び共通理解を図る。

・教員アンケートの「校内の情報の共有はできていると思う」の項については６７％（前年比＋７ポイント）が「できている」と答え、「どちらかというとできていない」は２７％（前年比－３ポイント）であった。分掌間の情報の共有のための方策を具体的に検討する必要がある。

2 部の顧問会議を３回実施し、内規等の共通理解を深めたり確認を行ったりした。


2  学校関係者評価委員名

小野和博 （同窓会関係者）　　 八木橋康広　（PTA関係者）　　　松本　皓（吉備国際大学長）
　　菊楽浩美 （PTA関係者）　　  吉川　昭  　（高梁中学校長）
３　学校関係者評価

４　来年度の重点取り組み（学校評価を踏まえた今後の方向性）


学校運営については、組織的に取り組む校内体制づくりが概ねできている。地域との交流活動や地域貢献活動及び保護者会と連携協力することにより、教育活動をさらに充実させる必要がある。また、本校の歴史や伝統、同窓生の活躍などを積極的に情報発信し、本校の魅力を生徒、保護者、地域にしっかり伝える必要がある。生徒の学習習慣の確立については、学習時間と成果との相関関係を調べたり、自学自習に向けての方策を開拓する必要がある。教科・課・年次団における情報の共有はできているが、教科によっては校外研修に係る情報伝達について不十分な面があるので、今後改善策を具体化させる必要がある。





生徒の進路実現を目指した指導力・授業力の向上、分掌間による情報の共有、生徒が自学自習を目指した学習習慣の定着、委員会活動の活性化など、今年度の評価の課題を重点的に、分掌間で連携を密にしながら組織的に取組む方策を構築する。








